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会長報告 
 

 
会長  矢澤 大和 
 
先週の定時総会で次年度

の役員、理事が決まったわ

けです。田辺年度もいよい

よ本格的も準備に入ります。

会員皆様のご協力をお願い

いたします。 
１２月は、家族月間です。１９５５年、時のＲＩ会長

のハーバード・ブラウンさんは、「世界平和は地域、家

庭から始まる」と考え１１月のＲＩの理事会で２月の

第２週を「家族週間」と指定しましたが、２００３年

７月ＲＩ理事会で、ジョナサン・マジィアベＲＩ会長

が家族の重要性を訴え１２月の「家族月間」が誕生し 

ました。これに伴い「家族週間」は廃止されました。

又、クラブに家族委員会の設置が推奨され、家族にロ

ータリーを理解してもらうためにもこの月間を有効に

使いたいものです。幸い倉持委員長の親睦・家族委員

会のクリスマス望年会の企画があり、大勢のご家族の 
参加も予定されております。この際、日頃欠けている

家庭サービスを一年分済ましてしまおうなんて思わな

いでください。細く長く、または太く長くでもかまい

ませんが、とにかくクリスマス望年会だけでなく、日

頃から、ご家族の事をお考えください。 
１５日、埼玉県トラック協会行田支部主催で行田商工

会議所が共催の行田市さくら植樹祭に新井幹事、斉藤

さくら文化委員長、橋本環境保全委員長と参加してき

ます。当初は、当クラブが窓口になりさくらの苗木を

手配しようという計画でしたが、時期の問題があり実

現しませんでした。トラック協会が継続的にさくら植

樹をしていくようでしたら、次回には早めの手配でお

手伝いできればと、思っています。 
１２月８日、さきたま古墳群の奥の山古墳の発掘調査

現地説明会が開催されました。午前午後の２回開催さ

れ、推測ですが３５０～４００名くらいの参加があっ

たかと思います。県民だより以外の事前ＰＲをあまり

感じていませんでしたので、動員を心配していました

が、広域から考古学マニアが集まったようです。当ク

ラブとしても、この説明会資料をスポンサーしていま

すので、例会扱いにしたところ、９名の会員の参加を

いただきました。ありがとうございました。せっかく

の資料ですので、地元埼玉地区各世帯、市内各学校、

公民館、又県内の関係機関に送っていただけると聞い

ています。世界遺産登録に向けての一助になればと思

います。 



幹事報告 
 

 
幹事  新井 啓介 

 
            １、本日の例会は、『今年度

前半を顧みて、後半につい

て』と言うことで、矢澤会

長と幹事でやらせていただ

きます。 
よろしくお願い致します。 

2. 今月 8日(土)の奥の山古墳発掘調査現地説明会には、 
ご出席ありがとうございました。市内外より多くの 
参加者があり、興味深い説明会でした。 
今回の発掘によって、さきたま古墳群の他の古墳と

同様、奥の山古墳も 2 重の堀を擁していることが、
発見されました。また多くの埴輪も出土されていま

すので更に新しいことの解明が待たれます。 
3. 昨日 10日第 5グループの会長幹事会開催され、出 
席してまいりました。 
 主な議題は、GSEについてでした。 
来春 4月に GSE ５名の受け入れをします。我がク 
ラブは、行田クラブと共同で 10日の一日、ものつ 
くり大学とさきたま古墳公園を行田クラブの例会を 
はさんで案内することになりました。 

2. 今後予定について                                         
①今月は、家族月間ですが、いよいよ来週 18日は、
夜間例会クリスマス望年会です。ご家族でお楽し

み頂ける例会となるよう親睦家族委員会を中心に

準備を進めておりますので、ご期待ください。 
②来年 1 月の第 1 例会 10 日は、ロータリー3 クラ
ブ合同賀詞交換会です。 
只今、出欠の確認中ですが、早めのご連絡をお願

い致します。 
 

以上  
出席報告 

渡辺 昭孝会員 
会員数 出席対象者 出席 メーキャップ 出席率 

41名 39名 20名   6名 66.6% 

 
 

ニコニコボックス 
 
矢澤会長  無事に前半が終わりそうです。有難うご

ざいました。後半も宜しくお願いします。 
新井幹事  過ぎてみるとあっという間の半年でした。

あと残り 6ヶ月、一生懸命努力させて頂
きます。 

小澤(誠)  天下統一を目指す秀吉が、唯一落とせな
かった武州忍城。浮城と呼ばれたその攻

防が発刊され、近く映画化されます。見

本を廻します。  
清水    会長、幹事さん、年度前半ご苦労さまで

した。 
      「前半を 回顧の例会 年の暮」 
松岡    過日ゴルフコンペ（矢澤年度第 3回）で

優勝する事が出来ました。良きパートナ

ーと年令に恵まれまして達成する事が出

来ました。次回は、ブーＢ候補です。 
古田    6 ヶ月、私のつたないお話を聞いていた

だき有難うございました。 
松本（健） ワインセミナーのワインホルダーが 2週

遅れましたが、本日お渡しします。 
小澤（健） 12月 5日、さくらゴルフコンペ準優勝で

した。優勝の松岡さんと同ネットで年令

差で負けました。松岡さんでは悔しくあ

りません。 
田島    今朝早くロレーナが修学旅行に出かけま

した。昨晩は、「早く寝るんだ」と言って 

8：00 に寝てしまいました。日本の小学
生と同じです。楽しみにしていた様子で

した。無事に帰ってくる事を願うのみで

す。 
阿部    早いものです。半年間お疲れさまでした。

あと半年間、気力、体力、充実させて頑

張ってください。 
斉藤    会長、幹事半年間ご苦労様でした。あと

半年頑張ってください。 
同文    戸ヶ崎 川辺 島崎 渡辺 前澤 田邉 

田中(清)   
 
 
 



委員会報告 
 

 
雑誌・広報委員会 
古田 稔委員長 
 

(12月ロータリーの友から) 
「友の一ツ一ツの記事は、

総てに目を通すに値い

する、素晴らしい誌面で

あると思う」 
 
１、横書きのＰ２５～Ｐ２７ 

各地区大会記念講演、テープを各地区より、各自

が聞いてみたいと感じたなら買い求める手続きを

取ってみたらいいのではないかと思う 
２、縦書きのＰ２４ 

岩槻ＲＣ 職業奉仕（ロータリー金看板） 
金看板を作って、職業奉仕を盛り上げている。 

３、縦書きのＰ７ 
７５周年広島ロータリークラブ 
① 昭和 7年創立 日本で 7番目 
② 会員 129 名 会員の中には、曽祖父の代から
のロータリアンもいるとのこと 

（12月ガバナー月信から） 
１、クラブリーダーシッププランセミナー開催記事が 

今号月信の７頁に掲載されている。我がクラブも

多いに議論したらいいと思う。 
２、Ｐ１２ ブライダル地区委員会のミニパーティ 

開催した記事  大きな期待を寄せたい。 
古ちゃん放談 
・ 第５グループ、各会員に呼びかけて、自分の身

の廻りで、売りたい品、買いたい品、バザーを

一度やってみたらいかがかね・・・・・ 
・ 第５グループで幅広い趣味の会、同好会作った

らいいと思う。 
会員同士の交流、繋がりの一里塚になるといいと思

う。親睦も深まり、人脈も広がるので・・・・ 
 
 
 
 

 
「半期を振り返り」 

会長 矢澤 大和 
７月３日、１５９２回例会が本年度第１回の例会で

した。最初なので気負って「良心」なんて、生意気な

事を言ってしまい、最初から反省の例会でした。 
今年はクラブ協議会での発表は、四大奉仕の委員長さ

んのみに限らせていただき例会の回数を増やしました。 
７月１７日、裁判員制度の勉強例会、さいたま地検の

恩田健二にお越しいただきました。 
７月２４日は、初めてＶＩＶＡ行田での例会、加須Ｒ

Ｃでガバナー補佐を経験されておられら、湯橋十善先

生に「私の健康管理」と題し、予定時間をオーバーし

ての熱演卓話をいただきました。 
７月３１日、メキシコへ交換学生として出かける三田

に会員のご息女佳代さん、羽生ＲＣでホストをしてい

る同じくインバウンドのミサさんからは、とても流暢

な日本語の卓話をいただきました。その後、川辺前会

長、橋本前幹事の慰労会を開催し、使用前の私、使用

後の川辺前会長を見て、とても羨ましく感じました。 
８月７日、鈴木商工会議所会頭から、世界遺産の卓話

を頂、世界遺産への考えを新たに致しました。 
８月１６日午前、交換留学生のロレーナが成田に到着

いたしました。素直で愛らしいとの第一印象でした。 
８月２１日、ガバナー公式訪問の打ち合わせ例会。そ

れに先立ち、ロレーナと行田ＲＣのツルージロくんが

工藤行田市長を表敬訪問をしました。 
８月２８日、河野ガバナー補佐の訪問をいただきまし

た。本当は、公式訪問の２週間前が、補佐訪問ですが、

このグループは、例会の曜日が集中しているため、直

前になってしまいました。 
 



９月４日、いよいよガバナー公式訪問。クラブ行事

の前にさきたま古墳群を観ていただきたく時間の都合

もありますので新井幹事共々、入間のガバナーのご自

宅まで迎えにお邪魔し、９時から補佐を交えてさきた

ま史跡に博物館とさきたま古墳群の南半分を見学いた

だきました。北半分は、行田ＲＣの公式訪問の際にと

行田ＲＣにお願いを致しました。ガバナーの方針の一

つ「地区をあげての大型社会奉仕プロジェクト」の下

地作りにもなったのかなと感じています。これに関し

ましては、行田ＲＣ、吹上ＲＣ、そしてわがクラブが

中心になり、第５グループの各クラブに呼びかけ、賛

同を得て地区に申請していました。少し遅れている感

じはありますが、来年３月、地区の社会奉仕セミナー

が行田で開催される予定になっています。セミナー運

営に関し関係各位にはご協力をお願いいたします。 
９月９日１０日、ゆかた例会「かやぶきの郷 旅籠」

で温泉と料理を楽しみました。ロレーナも、三谷夫人

のお世話で参加し、裸の付き合いをしたようです。 
９月１８日、交換学生のロレーナ、三谷夫人、川辺カ

ウンセラーに卓話を頂、この例会の模様が、古田雑誌・

広報委員長のお力添えで、埼玉新聞に大きな写真入り

で掲載され、それが地区内で話題となり、鼻の高い思

いをさせていただきました。古田委員長にお礼を申し

上げるとともに、更なる活躍をお願いするところであ

ります。 
９月２５日、行田ＲＣのホストで、吹上クラブを含め

た夜間例会が催されました。 
１０月２日、職業奉仕、米山月間に因み、地区米山奨

学部門委員長の西澤孝夫さんと、モンゴルからの奨学

生チンバット・アノンさんの卓話を頂、モンゴルにも

ロータリークラブのある事を知りました。 
１０月９日、埼玉県トラック協会行田支部のさくら植

樹の予定日だったので、さくら文化担当の例会を予定

しましたが、この次期、さくら植樹はできない事を知

り、急遽さくらＲＣとさくらについて、斉藤委員長か

ら，さくらの環境について、橋本環境保全委員長から

卓話をいただきました。 
１０月１６日、ものつくり大学ものつくり研究情報セ

ンター長の櫻井大八郎先生から卓話をいただきました。 
１０月２３日、当初、テイ・エステック株式会社の工

場見学を予定していましたが、急遽先方の都合で見学

中止、渡辺委員長の卓話となりました。 

１０月３０日、埼玉県立さきたま史跡の博物館 学芸

主幹 井上尚明さんの卓話をいただきました。 
１１月６日、ロータリー財団月間に因み、前の地区ロ

ータリー財団部門委員長 梅澤將明さんから、熱のこ

もった卓話をいただきました。１１月１３日、行田医

師会の副会長の島田悦男先生から卓話を頂きました。 
１１月２０日、当クラブのホストで、行田三クラブの

合同例会を開催いたしました。田中利幸会員の指導の

ものつくり大学軽音楽部の演奏を楽しんでいただき、

その後親睦会となりました。 
１１月２７日、国際奉仕委員会の担当例会なのに、私

の我侭で昨年に引き続きワインセミナーを開催。セミ

ナーより、ワインを楽しみ、料理を楽しむ会員のほう

が多く見受けられました。これは、嬉しい事？のよう

です。 
１２月４日、年次総会。準備不足でご迷惑をおかけし

ました。その後、良く調べると、本年４月のＲＩ規定

審議委員会の決定が反映されておらず、わがクラブの

定款、細則は改正しなければならない条項が、多数あ

ることが判明しました。これは、これからの課題とし

て、関係各位と打ち合わせを行いながら、田辺年度に

引き継ぎたいと思います。 
今年は、古田雑誌・広報委員長に「会員の目をロータ

リーの友に向けさせてください」とお願いして置きま

したら、「古ちゃん放談」としてとてもユニークな企画

になりました。ガバナーも絶賛しておられました。是

非これからも、古ちゃん放談を充実させてください。 
４月１３・１４日の観桜旅行。先日倉持委員長、幹事

と下見に行ってまいりました。吉野、奈良です。シー

ズン中でもあり、宿泊なども吟味してありますので、

若干割高に感じる方もあるかもしれませんが、是非ご

期待ください。 
４月１９・２０日の地区大会。２０日の大会は、入間

の武蔵野音大で開かれるわけですが、その開会式のソ

ングリーダを田中利幸会員が努めることになりました。

又その前夜の晩餐会の席上でも、現役の音大生と友に

曲を披露することになっています。大変名誉な事でも

あり、期待もしています。 
まだ半分。もう半分。どちらでしょうか。 
いずれにしろ、残り六ヶ月、新井幹事はじめ、全会員

の皆様にご支援をいただかなければなりません。これ

からもよろしくお願いいたします。 



 
『前半をかえりみて、後半について』  

幹事 新井啓介 
気がついて見ますと、あっと言う間に半年が過ぎて

しまいました。これまでの半年間のクラブ事業につき

ましては、会長より縷々報告がありましたので、私は

別の角度からお話させて頂きます。 
それから、先週の年次総会では、次々年度会長のご承

認を頂きありがとうございました。私は、自分ではま

だ若いつもりでいましたが、今月の誕生日で 59 歳に
なりますので、会長の年には、還暦を迎えていること

になりますので、潮時かと覚悟を決めました。しかし

現在の私の会社の体制では大変難しいので、1 年後に
向けて体制づくりをしなくてはなりません。職業奉仕

と同様、クラブ奉仕をさせてもらう為にも努力をさせ

て頂きます。現在、私の仕事の状況からすると、ロー

タリーのために時間をつくるのが大変難しく、この半

年間幹事が努められたのは、橋本前幹事がすばらしい

事務局をつくってくれた事にも大いに助けられました。

また、矢澤会長の下での幹事だからなんとかやれてい

るのかと思っています。後半の半年間も、矢澤会長を

出来るだけサポートさせてもらうべき努力致しますの

で会員皆様のご協力よろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

幹事報告 
 

奥の山古墳発掘調査現地説明会（例会扱い） 
2007年 12月 8日 
① 10：30～ ②13：30～ 2回行われました。 
矢澤年度の重点事業の 1つ『世界遺産登録推進事業』
は、 
さきたま史跡の博物館が、現在発掘作業を行っていま

す奥の山古墳外堀の現地説明会の資料を、社会奉仕委

員会担当で、協力させていただきました。 
そこで、当日二回の説明会には、矢澤会長をはじめ会

員、市内外より多数の見学者が集まり、各班ごとの学

芸員の熱心な説明を受けておりました。 
今回の調査で（まだ途中）さきたま古墳群の中で、奥

の山古墳だけが、外堀が一重でしたが、今回の調査で、

2 重であることが判明しました。また多くの埴輪も見
つかりました。他、多くの新しい発見があることが期

待されています。 
以上 

 
 

 
 


